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文京区白山下地区における大学生の認知地図に
関する分析







てきた地区である｡ 東洋大学は､ この地に設立されてから約100 年が経っており､ 学生数は約2 万





このような状況を改善する一助とすることを企図して､ 平成22 年度には､ 白山前町町会は東洋大
学や白山地域振興懇話会の後援を受けながら､｢地域の底力－若者の論文一次世代を担う若い力を活
用した活力ある街づくり方策の発掘事業｣ と銘打った懸賞論文の募集事業を実施している呪 本事





実施されたものである｡ その成果として18 本の優秀論文等が選定されているが､ これら18 本の論
文の多くに共通して見られたのが｢ 街からの情報発信が少ない｣ という指摘である｡ 現在､ 白山前
町町会では､ かかる指摘を受けて各種資源やｲ ﾍﾞﾝﾄ 等に関する情報発信不足を解消するために､
ﾊﾞｰﾁｬﾙﾘｱﾘﾃｨ 技術と若者の視点を取り入れたﾎｰﾑ ﾍﾟｰ ｼﾞ作りに着手しているところであ
る｡
本論は､ このような状況を踏まえて､ 効果的な情報発信･ 交流事業を進めるためには､ まずもっ








ﾌﾟやｼｪﾏ などと呼ばれることもある｡ 人は､ 都市空間内を行動する時は､ 自分の頭の中に描か
れた認知地図を基にして行動していると考えられている｡ このため､ 都市のｲﾒｰ ｼﾞに関する研究
の第一人者であると評されているｹ ヴｨﾝ･ﾘﾝﾁ は､ 都市空間を整備しようとする場合は､ この
認知地図を頭の中に描きやすいような都市構造にすることが望ましいという趣旨のことを主唱して
いる｡ 換言すれば､ 都市を整備しようとする場合には､ｲﾒｰ ｼﾞｱ ﾋﾞﾘﾃｨ の高い空間構成になる
ように心がけるべきであるということである｡確かに､人はある空間の中で行動しようとする時は､
自分の位置を定位できること､ すなわち自分のまわりにある空間の構成を容易に理解できることが
重要となる｡ｹ ヴｨﾝ･ﾘﾝﾁ は､ 各種の調査研究の積み重ねの中から､ 都市のｲﾒｰ ｼﾞを構成す
る要素として､ ﾊﾟｽ､ｴｯ ｼﾞ､ ﾃﾞｨｽﾄﾘｸﾄ､ﾉｰﾄ､ﾗﾝ ﾄﾞﾏｰｸ の5 つの要素（ｴﾚﾒﾝﾄ ）
を抽出しており（表1 参照）､これらの要素がｲﾒｰ ｼﾞし易い形態になっているとともに､ 各要素間
表1　 都市空間ｲﾒｰ ｼﾞの構成要素
要素（ｴﾚﾒﾝﾄ ）の名称 � 内容
ﾊﾟｽ （path ） �　
街路､ 散歩道､ 運送路､ 運河､ 鉄道などの人が移




ｴｯ ｼﾞ（edges ） �　
海岸､ 鉄道線路､ 壁などの2 つの異なる面の間に
位置して連続性を分断する境界のこ と｡ ﾊﾟｽ もｴｯ
ｼﾞも線状のｴﾚﾒﾝﾄ であるが､ ﾊﾟｽ との違いは､
人の移動手段として機能しないとい う点にある｡
ﾃﾞｨｽﾄ ｼﾞｸﾄ （districts ） �　




ﾉｰﾄ （nodes ） �　
交差点､ 駅､ｲﾝﾀｰﾁｪﾝ ｼﾞなどの何らかの行
動判断を伴 う離合集 散の場や分岐点として機 能す
る点的な空間のこと｡ 一般的には､ ﾊﾟｽ が集中する
ところと考えることもできる｡
ﾗﾝ ﾄﾞﾏｰｸ （landmarks ） �　













①のｲﾒｰ ｼﾞﾏｯ ﾌﾟ法は､ｹ ヴｨﾝ･ﾘﾝﾁ によって実用化された方法である2)｡ 白紙の紙の上
に､ 様式にこだわらずに地図を自由に描かせて､ 都市空間の構成要素の有無や大きさ､ 相互の位置
関係､ 密度（詳細さ）などについて分析を加えて行く方法である｡ 被験者が認知していないものは
描かれることはなく､ また､ 認知密度が高いものは詳細かつ大きく描かれるなどといった特性を利
用したものであるといえる｡ ②の地点識別法は､ 地図と写真などの映像資料を用意し､ 映像資料が









国際地域学部国際観光学科の2 年生が9 人（うち男子はＯ人）､3年生が36 人（うち男子は8 人）
の計45 人である｡
②実施日時及び所要時間
平成23 年10 月12 日｡ 所要時間は約20 分間である｡
③自由描画に係る対象地区
予備的に事前実施したﾋｱﾘﾝ ｸﾞ調査の結果､ ほとんどの学生は､ 通学路の近辺を利用している
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三田線の白山駅～東洋大学白山第2ｷｬﾝ ﾊﾟｽ までの経路及び沿線の見どころを第3 者に簡潔に
紹介する地図を描くことを求めた｡ なお､ 絵の巧拙を問うものではないことや､ 絵の様式につい
ては任意とし､ 線､ｲﾗｽﾄ､ 文字によるｺﾒﾝﾄ など､ 自分の好きなように描いて構わない旨
の注釈を付加した｡ また､ 描画内容についての一定以上の丁寧さを確保するために､ 描画結果に
ついては記名式での提出を求めることとした｡
3　 調査結果及び考 察
45 人の被験者に対してｲﾒｰ ｼﾞﾏｯ ﾌﾟの描画をしてもらった([図2 参照]｡ なお､ 回収したｲﾒｰ
ｼﾞﾏｯ ﾌﾟのうち4 人のものについては判読不明な内容の地図であったことから分析対象から除外
し､ 残りの41 人のｲﾒｰ ｼﾞﾏｯ ﾌﾟを対象として調査結果の分析を実施した｡
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図2　 描画されたｲﾒｰ ｼﾞﾏｯ ﾌﾟの例
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（1 ）表現形態に関する類型的特性
ｲﾒｰ ｼﾞﾏｯ ﾌﾟの表現形態に関しては､ 藤岡らの研究3) により優先要素の違い（線的要素優先or
面的要素優先）及び表現構成要素の違い（経路構成的､ｴﾘｱ 構成的）により4 類型に区分される
ことが明らかにされている｡ 本論では､ 通学経路という限定された狭小空間を主題としたｲﾒｰ ｼﾞﾏｯ
ﾌﾟの描画をしてもらったものであることから､ この4 類型の多寡を厳密に論じることはできな
いが､優先要素については線的要素優先のものが41 人中33 人（80.5％）とほとんどを占めており､
白山仲通りや浄心寺通りなどの通学路周辺の情報についての描画は41 人中8 人（19. 5% ）とわずか
であった｡ また､ 表現構成要素については､ 経路構成的なものがすべてであり､ 白山下地区を面的
に捉えたものは皆無であり､ 学生の空間認知は､ 通学路から見えるものや実際に体験したものを中
心とする主観的な段階にとどまっている傾向が読み取れた｡ これは､ 街とい うものを自由に行動で




41 人中31 人（73. 2% ）が､ 東洋大学白山第2ｷｬﾝ ﾊﾟｽ を上側に配置したｲﾒｰ ｼﾞﾏｯ ﾌﾟを描
画していた｡ これは､ 第2ｷｬﾝ ﾊﾟｽ を目的地として捉えていたこと及び白山下の交差点から第2ｷｬﾝ
ﾊﾟｽ に至るまでの区間が登り坂になっていることが影響していたのではないかと推測される｡
また､ 通学経路を分断している白山通りについては､ｲﾒｰ ｼﾞﾏｯ ﾌﾟの中央付近に水平方向に延び
る線として描画している人が39 人（95. 1% ）と被験者のほとんどを占めていた｡ これは､ 白山通り
は幅員も広くて交通量も多い道路であること､ また､ 横断する場合には信号によらなければならな
いことから､ 非常に明確な障害物として認知されているためであり､ 当該通学経路については､ 白
山駅～白山下交差点の区間と白山下交差点～第2ｷｬﾝ ﾊﾟｽ の区間の2 つに分節化されている空間
構成になっていると考えられる（図1 参照）｡
表2　 建築物の業種 業゙態別の出現率　 （3 ）要素（ｴﾚﾒﾝﾄ ）の出現率
業種･ 業態 � 出現率
幼稚園 �80.  5%
ﾄﾞﾗｯ ｸﾞｽﾄｱ �58.  5%
ｺﾝ ﾋﾞﾆ �53.  7%
交番 �39.  0%
学習塾 �31.  7%
飲食店 �26.  5%
金融 �26.  0%
医院 �24.  4%
総菜屋 �24.  4%
教会 �12.  2%
不動産 �7.  3%
薬局 �4.  9%
八百屋 �4.  9%
花屋 �2.  4%
雑貨店 �0.0%
靴･ ﾊﾞｯ ｸﾞ �0.  0%
衣料品 �0.0%
平均値 �23.  3%
ｲﾒｰ ｼﾞﾏｯ ﾌﾟに描画された建築物や道路などの空間構






表2 に示したとおりである｡ 銀行､ 飲食店､ 八百屋などの
各種施設 が立ち並ぶ中で出現率が50% を越 えている建築
物は､多い順 に幼稚園（80. 5% ）､ﾄﾞﾗｯ ｸﾞｽﾄｱ （58. 5% ）､ｺﾝ
ﾋﾞﾆ （53. 7% ）の3 つとなってい る｡ これは､ 幼稚園
については､ 多数の園児がいるところであることから学生
にとって印象的な施設になってい ること､ ﾄﾞﾗｯ ｸﾞｽﾄｱ
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い 立地別
角地･ 準角地に立地している場合とそれ以外の場所に立地している場合に分けて出現率を分析し
た｡ その結果は､ 角地や準角地に立地する建築物の出現率は34. 5% であるのに対して､ それ以外の




東洋大学白山第2ｷｬﾝ ﾊﾟｽ では標準的な通学経路が指定されており､ すべての学生がこの経路
を使用して通学している｡ この指定された通学経路との位置関係を､ 通学経路と同一車線側､ 通学
経路の反対車線側､ 通学経路に係る車道とは別の車道側の3 つに分けて出現率を分析した｡ その結
果は､ 通学経路と同一車線側の出現率は32. 5% であるのに対して､ 通学経路の反対車線側の出現率




道路については､ 白山駅～牛角､ 牛角～交番､牛角～白山下交差点､ 白山仲通り（白山下商店街）､
京華通り､ 白山通り､ 白山下交差点～第2ｷｬﾝ ﾊﾟｽ､ 浄心寺通りの8 区間に区分し（図1 参照）､
それぞれの区分ごとに出現率を集計した｡ 結果は､ 表3 のとおりである｡ 白山駅～牛角､ 牛角～白
山下交差点､ 白山下交差点～第2ｷｬﾝ ﾊﾟｽ の3 区間については､ 通学経路そのものになっている
区間であることから､ 出現率は100 ％である｡ また､ 京華通引こついては､ 通学経路から商店街の
ほとんどが見渡せるようになっているためであると考えられるが､ 出現率は92. 7%  （38 人）と高い
値を示している｡ その一方で､ 牛角～交番の区間については､ 出現率は約半分の58.5%   （24人）に
とどまっている｡ さらに､ 白山仲通り（白山下商店街）に至っては､ 白山駅から第2ｷｬﾝ ﾊﾟｽ に
向かう途中にあるにもかかわらず出現率は7.3%   （3人）と低く､ 浄心寺通りの19.5%   （8 人）より
も低率となっている｡ また､ 京華通りの出現率が他の枝線的な区間よりも相対的に高い値を示して
いるのは､ 京華通りが路面のﾍﾟｲ ﾌﾞﾒﾝﾄ や街灯の飾り付けなどによって賑やかさを演出している
ことから相対的に視認性が高くなっているためではないかと考えられる｡ なお､ 若干ではあるが浄
心寺通りが白山仲通り（白山下商店街）よりも出現率が高くなっているのは､ 浄心寺通りは本郷方
面に緩やかな登り坂となっており､ 第2ｷｬﾝ ﾊﾟｽ 方向から白山駅に向かって歩いてくる際には､
視線入射角が高くなることが寄与しているのではないかと考えられる｡




牛角～交番 �58.  5%
牛角～ 白山下交差点 �100%
白山仲通り �7.  3%
京華通り �92.  7%
白山通り �100%
白山下交差点～第2ｷｬﾝ ﾊﾟｽ �100%



















道路区間 � 実測値 の比率 � 認知地図上の比率
白山駅～牛角 �0.15 �0.  18
牛角～交番 �0.  13 �0.09




白山下交差点～第2ｷｬﾝ ﾊﾟｽ �0.10 �0.  19
②距離
表5 は､3 区間を対象として､ 全区間の総延長距離を1 とした場合の各区間の道路幅員の比率構
成を集計したものである｡7 区間中3 区間のみを対象としたのは､ 他の4 区間については､ 全区間
の延長距離を測定できるように描かれた認知地図の数が少なかったためである｡集計結果であるが､
実際の区間距離の比率構成とほぼ同じか又は長く描かれている区間は､ 白山駅～牛角､ 牛角～白山
下交差点の2 区間である｡ また､ 実際の区間距離の比率構成よりも短く描かれている区間は､ 白山





な空間がﾓ ｻﾞｲｸ 状に配置されていることから､ 実際の比率よりも認知地図上の比率の方が大きく
なったのではないかと考えられる｡ しかし､ 白山駅～牛角の区間距離が実際よりも長くｲﾒｰ ｼﾞさ
れている傾向があるといっても､ その差は0. 19に対して0.35 にとどまっている｡ これは､ 白山駅
～牛角の区間の商店街は地元住民等には頻繁に利用されているものであるが､ 学生にとってはそれ
ほどに関心の高いものではないことなどが影響している結果てはないかと推測される｡ 今回の調査




道路区間 � 実測値の比率 � 認知地図上の比率
白山駅～牛角 �0.  19 �0.35
牛角～白山下交差点 �0.  16 �0.22
白山下交差点～第2ｷｬﾝ ﾊﾟｽ �0.65 �0.43
③角度
白山駅～牛角の区間と白山下交差点～第2ｷｬﾝ ﾊﾟｽ の区間との角度を測定したところ､ 実際の
角度は130度であるのに対して､ｲﾒｰ ｼﾞﾏｯ ﾌﾟに描画されている角度の平均値は79.2 度であった｡





している｡ 今回の調査では､ ほぼ正確に当該交差点の計上を描画できたのは､41 人中2 人にとどま
っていた｡ 対象とした被験者は3 年生と2 年生であるが､ 相当程度の期間に渡り通学経路として利
用しているにもかかわらず､ 当該交差点の形状についての把握が不十分であったのは意外な結果で
あった｡ 裏を返せば､ 交差点の形状の複雑さが､ 白山仲通り（白山下商店街）への関心を低くして
いる原因になっていると推測される｡ このような複雑な形状になった原因は､ 旧白山通りに代わる
基幹的なﾊﾞｲ ﾊﾟｽ 道路として現在の白山通りが新規に開発されたためであるが､ このような開発に
伴う残地や残路の発生は､ 全国各地において散見されるものであり､ 街のｲﾒｰ ｼﾞｱ ﾋﾞﾘﾃｨ を低
下させる原因となっていることが少なくない｡ 本来であれば､ 残地や残路についても､ 公園やﾛｰﾀﾘｰ
にするなどの適切な再整備方策を検討するべきであると考えられる｡ なお､ このような残地
や残路などについては､ 逆転の発想で資源的価値を高めている事例もある｡｢ 超芸術ﾄﾏｿﾝ （意味
不明の建造物など）'）｣や｢ お化け○○｣ などとして街歩きの際の名物としたりしている事例であ
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り､ 実際､ 当該地区の近くでも､ 根津･ 千駄木地区におばけ階段やﾍ ﾋﾞ道などがあり､ 名所の一つ
として観光ｶﾞｲ ﾄﾞなどでも紹介されている｡ 当該交差点についても､ このような工夫をしてみるの
も一考の価値があると考えられる｡
（5 ）被験者属性による差異
構図や出現率に関して､2 年生と3 年生の間での顕著な差は見られなかった｡ 通学経路のｲﾒｰ
ｼﾞ形成については､1 年を超えるような長期間を要するものではなく､ 数力月単位の期間で形成さ
れるものであるのかもしれない｡ なお､ 一般的にいって､ 認知地図の発展については､ 認知領域の
拡張と認知要素密度の逓増の2 つのﾍﾞｸﾄﾙ が交錯しながら進んでいくものである｡ この場合にお
いて､ 認知領域の拡張については積極的･ 自発的な意志が大きく影響をし､ 要素密度の逓増につい
ては体験時間の長さや印象の強さが大きく影響するものである｡また､相対的な評価に過ぎないが､
認知領域の拡張については初期段階で一定の域に達することが多い傾向にある｡ このようなことを
考慮すると､ 東洋大生の認知地図をより広範囲に渡るものとし､ また､ 出現するｴﾚﾒﾝﾄ の数や
頻度を多くするためには､ 白山下の街についての情報を持ちえていない初期段階（入学時の段階）




本論においては､ 白山下地区を対象として､ 学生の認知地図に関する調査･ 分析を行った｡ その
結果､ 主として次のことが明らかにされた｡
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